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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ん
だ
ハ
ン
ソ
ン
論
争

関

根

政

美

クローハリセーションとオーストラリア

は
じ
め
に

一
　
ハ
ン
ソ
ン
論
争
と
は

　
の
　
一
九
九
六
年
の
ハ
ン
ソ
ン
論
争

　
の
　
一
九
九
七
年
前
半
の
ハ
ン
ソ
ン
論
争

ニ
　
ハ
ン
ソ
ン
論
争
の
背
景
と
し
て
の
グ
ロ
ー
ハ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

三
　
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
ハ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
日
　
ア
シ
ア
・
太
平
洋
国
家
化

　
口
　
多
文
化
社
会
化

四
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
国
内
経
済
改
革

五
　
ア
シ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
多
文
化
社
会
化
の
社
会
的
帰
結

六
　
ク
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
的
帰
結
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は
じ
め
に

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
O
一
〇
σ
毘
銘
ユ
2
）
は
、
人
々
の
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
人
々
を
幸
福
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
人
々
に
不
安
と
焦
燥
を
も
た
ら
し
、
生
活
に
苛
立
ち
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
西
欧
近
代
の
世
界
的
普
及
過
程
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
非
西
欧
の
人
々
も

西
欧
で
生
じ
た
工
業
化
と
資
本
主
義
（
あ
る
い
は
社
会
主
義
）
制
度
を
受
け
入
れ
、
経
済
成
長
を
果
た
し
て
物
質
的
豊
か
さ
を
手
に

入
れ
て
文
化
・
社
会
面
で
の
西
欧
化
・
近
代
化
を
進
め
る
過
程
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
大
分
異
な
っ
た
観
点
か
ら
論
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
？
9
ざ
≦
3
き
α
内
亀
器
『
」
8
刈
」
ω
盛
＞
義
o
具
お
。
9
器
ム
）
。
本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
も
た
ら
し
た
社
会
的
帰
結
に
つ
い
て
、
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
を
材
料
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　
よ
り
具
体
的
に
は
、
一
九
九
六
年
九
月
よ
り
生
じ
た
ハ
ン
ソ
ン
論
争
を
材
料
に
考
察
を
加
え
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

先
住
民
族
や
ア
ジ
ア
移
民
に
対
す
る
、
一
連
邦
議
員
の
人
種
差
別
的
発
言
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
論
争
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
、
一
方
で
激
烈
な
国
際
競
争
を
引
き
起
こ
し
国
内
の
経
済
・
産
業
の
合
理
化
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
多
文
化
社

会
化
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
に
厳
し
い
状
況
が
国
民
に
対
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
よ
い
事
例
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ハ
ン
ソ
ン
論
争
と
は
な
に
か
と
い
う
点
か
ら
話
を
進
め
た
い
。

2

一
　
ハ
ン
ソ
ン
論
争
と
は

8
　
一
九
九
六
年
の
ハ
ン
ソ
ン
論
争

一
九
九
六
年
三
月
二
日
の
連
邦
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
無
所
属
の
P
・

ハ
ン
ソ
ン
（
評
急
莞
頃
窪
ω
9
）
議
員
が
、
同
年
九
月
一
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○
日
の
連
邦
議
会
で
の
処
女
演
説
で
、
反
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
反
ア
ジ
ア
移
民
政
策
を
堂
々
と
論
じ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
大
き
な

反
発
を
く
ら
い
、
国
際
問
題
化
し
た
。
ハ
ン
ソ
ン
議
員
は
、
も
と
も
と
自
由
党
候
補
者
と
し
て
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
オ
ク
ス
リ
ー

選
挙
区
に
お
い
て
連
邦
下
院
選
挙
に
臨
む
予
定
で
あ
っ
た
が
、
候
補
者
に
選
ば
れ
た
後
も
、
先
住
民
（
ア
ボ
リ
ジ
ニ
）
は
マ
ボ
判
決

（
後
述
）
以
前
よ
り
過
剰
な
ま
で
の
福
祉
政
策
が
実
施
さ
れ
て
甘
や
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
失
業
に
苦
し
む
白
人
に
比
べ
優

遇
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
批
判
し
た
上
に
、
マ
ボ
判
決
で
先
住
的
土
地
所
有
権
で
あ
る
「
先
住
権
原
」
（
轟
身
9
己
①
）
を
認
め
ら
れ
、

先
住
民
は
不
当
に
も
高
額
の
補
償
費
を
せ
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
連
政
府
邦
の
先
住
民
政
策
を
痛
烈
に
批
判
す
る
と
と
も
に
、

他
方
で
、
一
九
八
O
年
代
よ
り
増
加
し
た
ア
ジ
ア
系
移
民
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
職
が
奪
わ
れ
て
い
る
、
い
ず
れ
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
人
に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ア
ジ
ア
移
民
を
制
限
す
べ
し
と
の
人
種
差
別
的
発
言
を
続
け
た
た
め
に
、

自
由
党
か
ら
離
党
さ
せ
ら
れ
、
無
所
属
と
し
て
選
挙
に
望
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ハ
ン
ソ
ン
候
補
は
、
無
所
属
で
選
挙
に
望
ん
だ
も
の
の
、
予
想
に
反
し
て
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
当
選
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
ハ
ン
ソ
ン
候
補
の
選
挙
区
は
長
年
労
働
党
に
と
り
安
全
選
挙
区
で
あ
っ
た
た
め
（
元
労
働
党
党
首
で
、
ホ
ー
ク
政
権
時

代
に
は
外
務
大
臣
を
努
め
、
そ
の
後
連
邦
総
督
と
な
っ
た
ビ
ル
・
ヘ
イ
ド
ン
が
長
い
間
議
席
を
確
保
し
て
い
た
選
挙
区
で
も
あ
っ
た
）
、
当
選

の
喜
び
は
大
き
く
、
ハ
ン
ソ
ン
候
補
は
当
選
の
際
に
、
「
先
住
民
以
外
の
有
権
者
の
支
持
を
受
け
た
と
思
う
の
で
先
住
民
以
外
の
国

民
の
た
め
に
働
く
」
と
論
じ
て
物
議
を
醸
し
出
し
た
の
で
あ
る
（
』
霧
融
ミ
軌
§
肉
誉
§
亀
ミ
寒
誉
婁
鋼
蜜
醇
9
」
O
零
）
。
そ
し
て
、

九
月
一
〇
日
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
処
女
演
説
を
行
い
同
じ
よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

　
当
初
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
議
会
演
説
の
内
容
自
体
は
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
そ
れ
ま
で
の
発
言
か
ら
、
お
よ
そ
の
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
騒
動
を
国
内
に
引
き
起
こ
す
こ
と
も
な
く
、
そ
の
結
果
、
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
ス
コ
ミ
の
扱
い

も
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
首
相
ハ
ワ
ー
ド
（
と
ぎ
＝
o
≦
費
α
）
が
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
言
動
に
対
し
て
、
発
言
の
自

由
を
盾
に
し
て
謎
責
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
容
認
す
る
よ
う
な
曖
昧
な
態
度
を
と
り
続
け
た
上
に
、
逆
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
メ

3
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デ
ィ
ア
を
批
判
す
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ
と
が
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
ア
ジ
ア
移
民
制
限
論
に
反
発
を
感
じ
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
の

メ
デ
ィ
ア
を
刺
激
し
、
一
〇
月
半
ば
頃
か
ら
批
判
を
大
き
く
誘
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
ハ
ワ
ー
ド
の
指

導
力
の
欠
如
と
ハ
ワ
ー
ド
政
権
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
政
策
へ
の
熱
意
不
足
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
』
題
”

Go
O
O
o
8
ぴ
R
．
一
8
9
0
り
史
§
塁
ミ
ミ
ミ
§
晦
歳
ミ
ミ
鼻
8
0
9
0
σ
震
」
O
O
①
）
。

　
ハ
ワ
ー
ド
首
相
が
ハ
ン
ソ
ン
議
員
を
直
接
讃
責
し
な
か
っ
た
の
は
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
第
一
は
、
ハ
ワ
ー
ド
首
相
の
目
に

は
ハ
ン
ソ
ン
議
員
は
泡
沫
候
補
の
成
り
上
が
り
に
過
ぎ
な
い
と
映
り
、
影
響
力
が
長
く
続
く
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
気
に
相
手
す
る
必
要
は
な
い
と
み
く
び
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
は
、
か
つ
て
労
働
党
政
権
時
代
に
は
、
非
差
別
的
移
民
政
策
は
超

党
派
で
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
移
民
政
策
へ
の
批
判
は
な
ん
で
あ
れ
人
種
差
別
的
言
動
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
、
ポ
リ
テ
ィ
カ

ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
（
評
一
三
8
一
9
旨
9
5
①
努
℃
O
）
、
す
な
わ
ち
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
批
判
は
政
治
的
に
正
し
く
な
い
と
の
観
点
か

ら
、
発
言
自
体
が
封
じ
ら
れ
て
い
た
と
ハ
ワ
ー
ド
首
相
は
考
え
て
お
り
、
P
C
に
対
し
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
は
保
守
連

合
が
政
権
を
と
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
つ
て
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
問
題
に
も
自
由
な
発
言
が
許
さ
れ
る
べ
き
だ
、
す
な
わ
ち
言

論
自
由
の
新
時
代
に
入
っ
た
と
考
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
G
o
短
§
塁
ミ
ミ
ミ
鑓
憩
ミ
ミ
る
ω
ω
8
房
日
ぴ
9
一
。
零
）
。
第
三
は
、
自
ら

一
九
八
八
年
に
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
時
代
に
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
と
同
じ
よ
う
に
ア
ジ
ア
移
民
制
限
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
P
C
的
観

点
か
ら
批
判
さ
れ
て
、
結
果
的
に
リ
ー
ダ
ー
を
更
迭
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
ハ
ン
ソ
ン
批
判
は
自
分
の
古
傷
に
触
る
よ
う
で
ハ
ン
ソ

ン
批
判
に
躊
躇
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
直
接
的
な
ハ
ン
ソ
ン
批
判
を
拒
絶
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、

ア
ジ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
は
誤
っ
た
報
道
を
意
図
的
に
流
し
て
い
る
と
批
判
し
た
ほ
ど
で
あ
る
（
G
o
史
§
塁
ミ
ミ
ミ
鑓
曇
ミ
ミ
鼻
G。
ρ
0
9
0
－

び
震
一
〇
8
）
。

　
ハ
ン
ソ
ン
議
員
が
そ
の
後
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
存
在
を
否
定
す
る
英
国
人
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
（
U
窒
置
同
三
畠
）
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
と
彼
の
議
論
を
支
持
す
る
と
表
明
し
て
新
し
い
論
点
が
浮
上
し
て
き
た
と
き
に
も
、
ハ
ワ
ー
ド
首
相
は
同
じ

4
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理
由
か
ら
謹
責
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
9
氏
ミ
完
ミ
ミ
ミ
鑓
謡
ミ
ミ
猟
鴇
留
冥
①
ヨ
げ
雲
お
8
）
。
し
か
し
、
二
月
に
は
マ
レ
ー
シ

ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
に
よ
る
批
判
も
は
じ
ま
っ
た
た
め
、
ハ
ン
ソ
ン
論
争
が
さ
ら
に
国
外
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
（
』
霧
マ
ミ
§
N
」
旨
Z
o
話
ヨ
げ
聾
お
ま
）
。
実
際
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
批
判
が
強
ま
る
と
、
元
首
相
で
非
差
別
的

移
民
政
策
と
多
文
化
主
義
政
策
を
導
入
し
た
フ
レ
イ
ザ
ー
（
累
昌
o
ぎ
写
器
包
元
保
守
連
合
首
相
が
本
格
的
に
批
判
を
展
開
し

（
し
り
紀
§
塁
ミ
ミ
ミ
鑓
歳
ミ
ミ
鼻
N
。
0
9
9
2
お
8
）
、
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
共
和
国
運
動
を

推
進
し
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
評
三
囚
＄
甑
轟
）
前
労
働
党
首
相
（
批
判
演
説
は
、
工
婁
ミ
ミ
§
」
N
Z
o
話
ヨ
ご
2
お
霧
に
掲
載
）
、
さ

ら
に
そ
の
前
任
者
で
あ
る
ホ
ー
ク
（
ゆ
9
＝
㊤
≦
ぎ
）
元
労
働
党
首
相
が
ハ
ン
ソ
ン
議
員
批
判
を
展
開
し
は
じ
め
論
争
は
続
い
た

（
ム
麩
誉
ミ
賊
§
」
O
O
o
8
ヨ
σ
2
お
霧
）
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
一
二
月
に
な
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

の
留
学
生
が
大
学
構
内
で
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る
と
い
う
報
道
を
も
と
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
留
学
生
の
帰
国
を
促
す
と
の
警
告

を
だ
し
た
の
で
あ
る
（
ン
暴
壁
ミ
融
鉾
嵩
O
①
8
ヨ
げ
震
」
0
3
）
。

　
ハ
ワ
ー
ド
首
相
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
の
時
の
一
九
八
八
年
に
、
第
二
回
ア
ジ
ア
移
民
制
限
論
争
を
引

き
起
こ
し
た
張
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ワ
ー
ド
首
相
の
人
格
を
疑
う
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
前
首
相
・
元
首
相
達
に
よ
る

批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ワ
ー
ド
首
相
は
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
処
分
を
否
定
し
続
け
た
た
め
論
争
は
続
い
た
（
Q
o
ヒ
§
塁
ミ
ミ
蕊
鑓

歳

鳴
ミ
蛍
5
Z
o
話
ヨ
σ
2
一
。
ま
）
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
の
A
P
E
C
開
催
が
近
づ
く
と
、
連
邦
議
会
は
一
〇
月
三

〇
日
に
連
邦
上
下
両
院
に
お
い
て
超
党
派
で
反
人
種
差
別
決
議
を
行
い
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
見
解
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
を
代
表

す
る
見
解
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
論
争
に
け
り
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ハ
ン
ソ
ン
議
員
は
当
日
欠
席
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
り
覧
ミ
黛
ミ
ミ
這
亮
歳
肉
ミ
ミ
る
一
Z
o
話
ヨ
冨
『
」
O
O
O
）
。
さ
ら
に
、
二
月
の
A
P
E
C
首
脳
会
議
参
加
途
上
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
立
ち
寄
っ
た
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
大
統
領
が
シ
ド
ニ
ー
に
て
行
っ
た
演
説
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文

化
主
義
へ
の
関
与
が
改
め
て
強
調
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
本
義
壁
ミ
蝋
§
』
N
多
話
B
σ
P
お
ま
）
、
九
六
年
の
一
二
月
末
ま
で
に
論

5
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争
は
一
段
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
多
文
化
社
会
化
は
お
も
わ
ぬ
論
争
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
た

ら
し
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
と
の
関
係
を
強
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
、
逆
に
、
国
民
の
反

発
が
強
ま
る
と
い
う
逆
説
的
な
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
、
国
際
関
係
を
損
な
う
こ
と
な
く
速
や

か
に
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
難
し
い
立
場
に
追
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ロ
　
一
九
九
七
年
前
半
の
ハ
ン
ソ
ン
論
争

　
ハ
ン
ソ
ン
議
員
は
、
一
九
九
七
年
に
入
っ
て
も
自
己
の
主
張
を
変
え
る
こ
と
な
く
支
持
者
の
間
で
、
先
住
民
政
策
と
移
民
政
策
の

批
判
を
続
け
て
お
り
、
一
九
九
七
年
四
月
一
一
日
に
は
「
単
一
国
民
党
」
（
○
器
Z
呂
9
℃
貰
琶
を
結
成
し
た
。
九
六
年
一
〇
月

に
ハ
ン
ソ
ン
議
員
が
政
党
を
つ
く
れ
ば
、
上
院
で
七
議
席
ほ
ど
と
れ
る
と
い
う
世
論
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
も
勢
い
づ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
山
ミ
ミ
墨
Z
o
話
ヨ
落
二
一
」
8
①
）
、
次
回
の
選
挙
で
は
す
べ
て
の
選
挙
区
に
候
補
者
を
立
て
て
戦

う
と
豪
語
し
て
精
力
的
な
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
（
』
塞
サ
ミ
執
寒
」
N
＞
實
芦
這
零
）
、
新
政
党
発
足
に
際
し
て
発
刊
し
た
著
者
不

明
の
『
ハ
ン
ソ
ン
、
真
理
』
（
曇
§
G
。
ミ
㍉
S
ミ
字
ミ
ε
と
題
さ
れ
た
著
作
の
な
か
で
、
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
自
分
達
の
仲
間
や
赤
ん
坊

ま
で
も
食
べ
る
人
喰
い
人
種
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
も
ち
ろ
ん
歴
史
学
者
等
か
ら
も
批
判

を
浴
び
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
人
喰
い
人
種
で
な
い
と
言
う
証
拠
も
な
い
と
反
論
す
る
と
と
も
に
（
』
題
堕
認
＞
震
芦
お
零
）
、
ワ
ン

・
ネ
イ
シ
ョ
ン
党
の
最
初
の
公
約
は
、
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
お
よ
び
ト
ー
レ
ス
諸
島
人
評
議
委
員
会
」
（
9
①
＞
σ
9
讐
墨
ξ
＆
↓
霞
同
窃

ω
q
巴
二
ω
一
き
α
R
g
B
昌
隆
o
巨
＞
↓
望
O
）
と
い
う
先
住
民
政
策
諮
問
委
員
会
を
廃
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
と
表
明
し
て
（
』
鷺
≧
塁

長
お
零
）
、
新
た
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
党
結
成
と
同
時
に
発
刊
さ
れ
た
『
ハ
ン
ソ
ン
、
真
理
』
に
は
そ
の
他
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
二
〇
〇
五
年
ま
で

に
ア
ジ
ア
合
衆
国
（
C
鼻
巴
望
簿
霧
亀
身
邑
の
一
つ
の
州
に
成
り
下
が
り
、
大
統
領
に
は
イ
ン
ド
人
と
中
国
人
の
混
血
で
、
身

6
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体
の
一
部
が
日
本
、
韓
国
、
中
国
の
共
同
開
発
に
よ
る
機
械
で
で
き
て
い
る
サ
イ
ボ
ー
グ
人
間
の
プ
ー
ナ
・
リ
ン
・
ハ
ン
（
評
o
轟

口
昌
頃
仁
轟
）
と
い
う
レ
ズ
ビ
ア
ン
が
選
ば
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
リ
ー
ト
は
、
移
民
政
策
を

利
用
し
て
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
故
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
い
つ
か
は
今
の

移
民
政
策
を
続
け
て
い
く
と
米
国
の
よ
う
な
民
族
対
立
の
社
会
に
な
る
と
い
う
予
測
を
明
ら
か
に
し
て
、
移
民
政
策
へ
の
反
対
を
表

明
し
、
さ
ら
に
、
一
九
九
六
年
四
月
二
八
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
タ
ス
マ
ニ
ア
の
ポ
ー
ト
ア
ー
サ
ー
で
生
じ
た
マ
ー
チ
ン
・
ブ
ラ

イ
ア
ン
ト
青
年
に
よ
る
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
無
差
別
射
撃
殺
人
（
三
五
名
が
射
殺
さ
れ
た
）
事
件
以
後
の
連
邦
政
府
に
よ
る
銃
規

制
に
反
対
し
て
、
銃
所
持
の
自
由
化
を
主
張
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
（
し
り
嵐
ミ
ヒ
自
ミ
ミ
亮
歳
ミ
ミ
鼻
器
＞
冒
一
一
」
8
刈
）
、
被
害
者

の
家
族
か
ら
非
難
を
浴
び
た
（
』
暴
マ
ミ
鰍
§
ふ
鋸
塁
」
㊤
竃
）
。

　
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
新
し
い
政
党
は
、
当
初
、
泡
沫
政
党
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
九
七
年
五
月
に
入
る
と
保
守

政
権
側
か
ら
の
強
い
批
判
を
導
き
だ
し
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
と
そ
の
政
党
の
言
動
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
は
じ
め
、
ア
ジ
ア

の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
反
発
が
強
ま
っ
た
こ
と
の
他
に
、
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
九
七
年
四
月
の
世
論
調
査

に
よ
る
と
同
党
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
議
会
上
院
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
い
る
民
主
党
と
同
じ
程
度
の
支
持
を

受
け
、
一
〇
人
に
一
人
が
投
票
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
が
示
さ
れ
た
り
、
調
査
に
よ
っ
て
は
四
人
に
一
人
が
投
票
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
結
果
が
報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
に
支
持
を
広
げ
、
政
治
的
に
も
無
視
で
き
な
く
な
る
と
同
時
に
、
「
単
一
国
民
党
」
へ

の
支
持
の
拡
大
が
、
保
守
連
合
の
支
持
の
低
下
と
労
働
党
へ
の
支
持
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る

（
』
婁
壁
ミ
靭
ド
舘
＞
震
算
這
雪
“
鎗
園
ミ
完
ミ
ミ
ミ
描
茜
歳
ミ
ミ
真
8
＞
賃
芦
お
零
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
の
結
果
を
表
示
し
た
の
で
参

照
、
表
1
）
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
に
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
混
血
者
は
雑
種
（
ヨ
o
轟
邑
ω
）
に
す
ぎ
な
い
と
論

じ
て
物
議
を
醸
し
出
し
、
市
議
会
の
議
員
全
員
が
辞
職
す
る
と
い
う
事
態
を
九
六
年
一
〇
月
に
引
き
起
こ
し
た
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ポ
ー
ト
リ
ン
カ
ー
ン
市
の
ピ
ー
タ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
市
長
が
、
五
月
初
旬
の
地
方
自
治
選
で
市
長
に
再
選
さ
れ
る
と
い
う
動
き
も
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表1　ニュースポール社世論鯛査結果

第一位票

1997年 1996年

Percentage

　support

　5月

2～4日

　4月
18～20日

　4月
4～6日

　3月
14～16日

2月28日～

3月2日

　2月
14～16日

総選挙

3月2日

連立政権 41 45 47 49 49 45 470

労働党 39 37 37 37 36 38 387

民主党 5 4 5 4 6 5 68

緑の党 2 2 2 3 2 3 17

ワン・ネイション 7 4 1 一 一 皿

その他 6 8 8 7 7 9 5．8

注）1　無関心と答えた者9％、回答拒否とした者2％は除外。

　2　ノーザンテリトリーは調査対象外。

質問　今日、連邦下院総選挙があった場合、どの政党に第1位票を入れますか）無関心と答えた人は

　　　どの政党に支持が傾いているか答えて下さい。

出典、4ε‘s加加〃，6May，1997

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
』
義
マ
ミ
蝋
§
る
冒
塁
」
。
S
）
。
こ
こ
に
も

ハ
ン
ソ
ン
支
持
の
動
き
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
第
二
に
、
四
月
下
旬
に
は
日
本
の
橋
本
首
相
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
訪
間
し
て
、
年
一
回
の
定
期
的
首
脳
会
議
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
A

S
E
M
（
ア
ジ
ア
欧
州
首
脳
会
議
）
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
側
の

一
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
A
S
E
M
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
約
束
し
、

こ
の
と
こ
ろ
手
薄
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
た
日
豪
関
係
の
強
化
努
力
の
姿
勢

を
み
せ
た
こ
と
（
象
§
塁
ミ
ミ
ミ
ミ
偽
歳
ミ
ミ
鼻
N
o
。
＞
實
芦
お
零
）
、
さ
ら

に
五
月
初
旬
に
は
、
こ
れ
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
間
し
た
ド
イ
ツ
の

コ
ー
ル
首
相
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
側
の
一
員
と
し
て
A
S
E

M
に
参
加
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
と
表
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
』
塞
－

壁ミ凡§

ふ
ζ
塁
」
。
雪
）
、
国
内
の
論
争
を
放
置
し
て
い
て
は
、
九
六
年

の
第
一
回
A
S
E
M
の
会
合
と
同
様
に
ア
ジ
ア
側
か
ら
参
加
を
拒
否
さ
れ

て
し
ま
う
と
の
不
安
も
強
く
な
り
、
論
争
を
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
行

か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ハ
ワ
ー
ド
首
相
の
態
度
を
抑
制

的
過
ぎ
る
と
考
え
た
ダ
ウ
ナ
ー
外
務
貿
易
大
臣
や
コ
ス
テ
ロ
蔵
相
や
上
院

院
内
総
務
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ル
自
由
党
議
員
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
人
々
が
、

ハ
ン
ソ
ン
議
員
お
よ
び
「
単
一
国
民
党
」
を
声
高
に
批
判
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
（
的
覧
ミ
ヒ
ミ
ミ
這
ミ
鴨
蚕
ミ
ミ
織
b
霞
身
」
8
ざ
』
誤
壁
ミ
o

8
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軸
§
ひ
家
塁
」
。
零
）
。
と
く
に
ダ
ウ
ナ
ー
大
臣
は
、
批
判
の
な
か
で
現
政
権
が
最
も
重
視
す
る
の
は
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
強
化
で

あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
（
O
o
≦
莞
♪
．
＞
霧
嘗
巴
訂
、
馨
ε
①
邑
①
冒
＞
ω
壁
．
言
』
鷺
』
三
塁
」
。
零
）
。
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
言
動
や
新

政
党
の
影
響
力
は
一
時
的
で
し
ば
ら
く
す
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
と
し
て
、
ハ
ン
ソ
ン
批
判
を
控
え
て
い
た
ハ
ワ
ー
ド
首
相
も
、
単
一

国
民
党
へ
の
支
持
が
強
ま
る
と
同
時
に
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
が
地
方
か
ら
大
都
会
へ
で
て
都
市
に
お
い
て
支
持
基
盤
を
拡
大
し
よ
う
と

し
は
じ
め
た
た
め
（
醇
題
糟
ζ
塁
」
。
零
）
、
ハ
ン
ソ
ン
批
判
の
ト
ー
ン
を
高
め
、
五
月
八
日
に
ハ
ン
ソ
ン
批
判
を
展
開
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
（
し
リ
ヒ
§
陰
ミ
ミ
ミ
噛
茜
韻
ミ
ミ
鼻
O
o
竃
醇
」
塗
コ
』
義
マ
ミ
賊
ミ
隔
肉
導
ミ
～
隻
ミ
肉
簿
憩
｛
る
家
塁
」
O
雪
）
。

　
し
か
し
、
自
由
党
リ
ー
ダ
ー
格
の
人
々
に
よ
る
批
判
は
、
束
南
ア
ジ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
好
意
的
な
反
応
を
引
き
出
し
た

も
の
の
、
政
党
を
結
成
し
て
大
き
な
支
持
を
集
め
つ
つ
あ
る
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
活
動
は
し
ば
ら
く
人
々
の
注
目
を
引
き
付
け
る
状
況

に
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
が
指
摘
す
る
通
り
（
』
～
装
・
ミ
ミ
N
蕊
竃
3
し
。
箋
）
、
保
守
連
合
の
リ
ー
ダ
ー
達
と
ハ
ワ
ー
ド
首

相
に
よ
る
批
判
は
遅
す
ぎ
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
新
政
党
の
内
部
は
人
材
不
足
も
た
た
っ
て
内
紛
を
起
こ
し
た
り
、
ま
と
ま
り

が
な
か
っ
た
り
し
て
不
安
定
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
へ
の
支
持
と
単
一
国
民
党
へ
の
入
党

申
し
込
み
や
政
党
支
部
設
立
の
申
し
込
み
、
そ
し
て
候
補
者
へ
の
応
募
も
増
加
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
の
覧
ミ
ヒ
ミ
ミ
挙

黛
隣
鳶
ミ
ミ
鼻
ま
＞
冨
算
這
㊤
が
し
リ
ミ
ミ
ミ
』
鷺
．
箋
＞
震
＝
」
O
雪
）
。
こ
う
し
た
ハ
ン
ソ
ン
議
員
へ
の
支
持
が
高
ま
る
な
か
、
ア
ボ
リ

ジ
ニ
の
活
動
家
の
な
か
に
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
亡
命
を
申
請
し
た
い
と
の
声
明
を
だ
す
も
の
や
（
』
鷺
蕊
①
＞
胃
芦
お
零
）
、
シ
ド

ニ
i
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
世
界
に
呼
び
掛
け
る
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
現
れ
て
、
オ
リ
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

を
慌
て
さ
せ
て
い
る
（
』
鷺
砧
。
。
＞
賃
F
お
零
）
。
当
分
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
論
争
あ
る
い
は
騒
動
は
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
が
、
一
九
九
七
年
五
月
初
め
ま
で
の
ハ
ン
ソ
ン
論
争
の
顛
末
で
あ
る
。

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

そ
れ
で
は
次
に
ど
う
し
て
こ
う
し
た
こ
と
が
生
じ
た

9



法学研究70巻10号（’97：10）

ニ
　
ハ
ン
ソ
ン
論
争
の
背
景
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
ハ
ン
ソ
ン
論
争
は
、
バ
ン
ス
ト
ー
ン
連
邦
雇
用
大
臣
の
よ
う
に
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
個
人
生
活
史
を
直
接
の

原
因
と
し
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
（
』
義
融
ミ
箇
§
」
。
。
旨
9
這
鶏
）
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
大
波
に
揉
ま
れ
て
、

生
活
に
不
安
と
焦
燥
を
感
じ
て
い
る
一
般
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
日
常
的
な
状
況
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
般
の
国
民
に
は
厳
し
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ど
の

よ
う
な
形
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
㊥
身
一
〇
ぴ
巴
凶
釜
試
9
）
と
は
、
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
お
こ
う
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
資
本
主
義
と
工
業
化
・
脱
工
業
化
の
動
き
の
世
界
各
地
へ
の
伝
播
と
情
報
通
信
・
運
輸
手
段
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
地
球
上

の
空
間
的
・
時
間
的
距
離
が
圧
縮
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
国
境
を
越
え
る
商
品
、
資
本
、
技
術
、
情
報
、
人
間
の
移
動
が

活
発
化
し
、
世
界
の
各
地
域
あ
る
い
は
各
国
の
間
の
相
互
交
流
や
依
存
関
係
（
場
合
に
よ
っ
て
は
支
配
従
属
関
係
）
が
強
ま
り
、
そ
の

結
果
、
各
地
域
や
各
国
に
お
け
る
政
治
・
経
済
的
変
化
が
相
互
に
影
響
を
与
え
あ
う
可
能
性
が
高
ま
り
、
各
地
域
・
各
国
の
政
治
的

・
経
済
的
自
律
性
あ
る
い
は
自
己
完
結
性
が
低
下
す
る
こ
と
を
指
す
（
田
口
・
鈴
木
、
一
九
九
七
、
一
五
－
六
頁
）
。

　
政
治
・
経
済
面
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
国
籍
企
業
、
超
国
籍
企
業
あ
る
い
は
企
業
家
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
例
え
ば
、
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
ネ
ス
ビ
ッ
ツ
が
『
ア
ジ
ア
・
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
』
で
論
じ
た
よ
う
に
印
僑
、

越
僑
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ス
ビ
ッ
ツ
、
一
九
九
七
参
照
）
の
拡
大
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
資
本
主
義
の
世
界

的
展
開
に
加
へ
、
地
域
共
同
体
（
E
U
が
そ
の
代
表
格
）
、
I
L
O
、
I
M
F
、
世
界
銀
行
そ
し
て
国
連
な
ど
の
超
国
家
機
関
、
国
際

10
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的
非
政
府
機
関
（
I
N
G
O
）
な
ど
の
影
響
力
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
シ
ョ
ー
、
一
九
九
七
、
壬
二
七
－
八
）
。
そ
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で
資
本
、
職
、
技
術
を
め
ぐ
る
市
場
競
争
が
展
開
す
る
た
め
「
大
競
争
の
時

代
」
（
葺
①
謎
①
9
ヨ
①
鴇
8
ヨ
需
二
〇
コ
）
が
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
、
一
九
九
五
、
二
三
）
、
国
内
で
は
、
新
古
典

派
的
な
自
由
主
義
経
済
政
策
が
採
用
さ
れ
や
す
く
な
り
（
謡
8
す
一
竈
㎝
る
）
、
結
果
と
し
て
、
各
地
域
・
各
国
の
主
権
の
維
持
あ
る

い
は
国
内
・
地
域
内
経
済
管
理
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
指
す
（
超
国
家
的
主
体
の
活
動
に
よ
る
国
民
主
権
と
国
民
経
済
の
侵
食
現
象
に
つ

い
て
は
、
ス
ク
レ
ア
ー
、
一
九
九
五
を
参
照
）
。
そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
国
家
が
問
題
解
決
の
た
め
相
互
協
力
を
進
め
る
世
界
各
地

で
国
際
的
地
域
協
力
が
進
展
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
（
N
A
F
T
A
、
A
P
E
C
、
A
S
E
A
N
な
ど
）
。

　
ま
た
、
社
会
的
に
は
資
本
、
技
術
、
情
報
な
ど
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
に
加
え
、
国
境
を
越
え

た
人
々
の
移
動
（
移
民
・
難
民
の
移
住
を
代
表
と
す
る
）
と
定
着
が
活
発
と
な
り
、
各
地
域
・
各
国
の
人
口
構
成
の
異
質
化
が
進
行
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
経
済
成
長
の
世
界
的
普
及
は
環
境
破
壊
・
公
害
問
題
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
意
味
す
る
が
、
こ
う
し
た

自
然
環
境
の
世
界
的
危
機
の
展
開
は
、
環
境
保
護
団
体
な
ど
非
政
府
機
関
（
N
G
O
）
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
促
す
と
と
も

に
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
る
（
シ
ョ
ー
、
一
九
九
七
、
二
三
五
ー
六
）
。
さ
ら
に
、
文
化
的
に
は
、
国
際

移
民
の
定
着
に
よ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
文
化
が
地
球
表
面
を
流
通
し
は
じ
め
、
B
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
一
九
九
三
）
が
指
摘
す
る
よ
う
な
遠
隔

地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（
8
轟
O
算
き
8
Z
讐
o
轟
房
邑
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の
文
化
や
言
語
の
多
様
性
が
認
識
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
、
そ
の
結
果
、
各
地
域
・
各
国
の
文
化
的
多
様
性
の
認
識
が
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
指
す
と
い
っ
て
よ
い
。

　
文
化
に
つ
い
て
い
え
ば
、
資
本
主
義
の
展
開
と
資
本
主
義
の
生
み
だ
す
消
費
主
義
の
普
及
に
よ
っ
て
各
地
域
・
各
国
の
人
々
の
ラ

イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
が
共
通
化
す
る
面
（
ア
メ
リ
カ
化
・
西
欧
化
）
あ
る
い
は
基
本
的
人
権
概
念
・
民
族
自
決
概
念
・
民
主
主
義
な
ど

の
基
本
的
概
念
と
価
値
観
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
普
及
す
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
文
化
の
多
様
性
・
異
質
性
の
認
識
が

lI
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強
化
さ
れ
る
と
い
う
側
面
を
軽
視
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
文
化
収
敏
（
8
琴
①
品
讐
8
）
あ
る
い

は
同
質
化
（
ぎ
ヨ
o
鷺
三
鋸
ぎ
づ
）
の
波
に
対
抗
す
る
形
で
、
各
地
に
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
リ
バ
イ
バ
ル
や
宗
教
的

原
理
主
義
の
動
き
が
生
じ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
（
＞
4
0
琶
」
＄
9
押
＞
×
冒
き
」
。
零
一
き
山
）
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
各
地
域
・
各
国
の
間
の
共
通
性
が
高
ま
る
と
同
時
に
異
質
性
も
強
く
意
識
さ
れ
る
複
雑
な
社
会
変
動
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は
、
こ
の
異
質
性
・
多
様
性
の
問
題
に
注
目
す
る
傾
向
が
強
い
と
指

摘
し
、
世
界
の
シ
ス
テ
ム
的
統
↓
化
や
世
界
の
文
化
の
同
質
化
の
み
の
観
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
み
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
す
る
（
菊
o
げ
震
冨
o
昌
）
一
〇
露
”
轟
O
）
。

　
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
西
欧
の
世
界
へ
の
進
出
が
始
ま
る
大
航
海
時
代
の
は
じ
ま
る
一
五
世
紀
よ
り
開
始
さ
れ
た
と
の
見
解

も
成
立
す
る
が
（
菊
o
冨
塁
O
P
一
。
露
＆
。
。
）
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
多
く
の
人
々
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
も
強
く
感
じ

ら
れ
は
じ
め
、
国
民
国
家
の
相
対
化
等
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
は
、
一
九
八
○
年
代
よ
り
国
際
化
（
ヨ
富
毎
呂
o
轟
房
呂
o
口
）
と
い
う
形
で
、
日
本
と

世
界
と
の
相
互
依
存
関
係
が
強
く
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
現
象
と
し
て
は
資
本
主
義
が
本
格
的
に
展
開
し
た
近
代
化
と
と
も
に
開

始
さ
れ
、
と
く
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
加
速
さ
れ
、
一
九
八
0
年
代
後
半
の
冷
戦
終
了
に
と
も
な
う
共
産
主
義
の
崩
壊
と
資
本

主
義
の
世
界
的
展
開
に
よ
っ
て
決
定
的
に
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
と
い
っ
て
よ
い
（
ぎ
幕
冨
o
P
一
8
呼
器
）
。
そ
し
て
、
今
日
で
は
日

本
に
お
い
て
も
肯
定
的
・
否
定
的
で
あ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
き
な
社
会
変
動
の
波
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
多
く

の
人
々
が
意
識
す
る
日
常
的
な
現
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
全
世
界
の
国
民
国
家
が
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
日
常
生
活
に
与
え
る
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
影
響
に
つ
い
て
の
考
察
を
目
的

と
す
る
が
、
と
く
に
、
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
経
済
・
政
治
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
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「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
」
と
し
て
現
れ
、
文
化
・
社
会
的
影
響
と
し
て
は
、
英
国
以
外
か
ら
の
移
民
・
難
民
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
多
文
化
社
会
化
」
と
「
共
和
国
化
運
動
」
と
し
て
生
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後

の
軌
跡
は
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
へ
の
対
応
の
歴
史
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
多
文

化
社
会
化
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

三
　
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

グローハリゼーションとオーストラリア

　
の
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
を
示
す
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
は
こ
の
場
合
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

国
内
経
済
と
政
治
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
（
こ
の
場
合
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
環
太
平
洋
地
域
を
指
す
。
太
平
洋
に
浮

か
ぶ
多
く
の
島
填
諸
国
よ
り
構
成
さ
れ
る
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
多
く
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず
A
P
E
C
加
盟
諸
国
を
念
頭
に
お
い

て
ほ
し
い
）
の
政
治
・
経
済
に
深
く
関
与
し
て
い
く
と
同
時
に
相
互
関
係
を
強
め
、
同
地
域
の
政
治
・
経
済
的
変
化
の
大
き
な
影
響

を
受
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
同
国
の
貿
易
の
六
、
七
割
前
後
が
同
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
ア
ジ
ア
人
移
住
者
が
増
大
し
、
社
会
の
ア
ジ
ア
化
を
意
味
す
る
。

　
他
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
社
会
化
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
大
量
移
民
政
策
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代
と
、
六

〇
年
代
に
イ
タ
リ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
を
中
心
と
し
た
非
英
語
系
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
移
住
者
が
増
大
し
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア

ジ
ア
と
の
関
係
強
化
を
模
索
し
は
じ
め
た
一
九
七
〇
年
代
に
白
豪
主
義
を
廃
棄
し
て
、
非
差
別
的
移
民
政
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
た
め
、
ア
ジ
ア
系
住
民
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
人
口
多
様

性
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
は
国
内
の
多
文
化
社
会
化
を
強
め
て
い
る
の

13
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で
あ
る
）
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
は
、
同
国
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
多
文
化
社
会
化
へ
の
歴
史
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
七
八
八
年
に
英
国
の
流
刑
植
民
地
と
し
て
出
発
し
て
か
ら
、
ア
ジ
ア
か
ら

の
移
住
を
禁
止
す
る
と
い
う
政
策
を
土
台
に
、
ア
ジ
ア
地
域
と
の
関
係
を
拒
否
す
る
白
豪
主
義
（
≦
喜
①
＞
島
一
邑
昼
勺
9
身
）
を
掲

げ
て
】
九
〇
】
年
に
連
邦
を
結
成
し
て
自
治
国
家
と
な
っ
た
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
四
二
年
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲

章
を
批
准
し
て
独
立
す
る
ま
で
、
英
国
系
移
民
を
大
量
に
受
け
入
れ
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
英
国
の
植
民
地
で
あ
り
、
自
治
国
で
あ

り
、
属
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
英
国
が
戦
後
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら
撤
退
し
、
一
九
七
三
年
に
E
C
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

デ
ン
マ
ー
ク
と
と
も
に
加
盟
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
関
係
を
縮
小
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
独
自

に
経
済
的
生
存
と
自
立
の
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
米
国
と
政
治
、
軍
事
、
経
済
的
関
係
を
強
化
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
国
家
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。
軍
事
的
に
は
、
一
九
五
一
年
に
A
N
Z
U
S
同
盟
を
結
ん
で
、
米
国
と
の
軍
事

関
係
を
強
化
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
と
の
経
済
関
係
が
強
化
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
は
日
豪
通
商
協
定
成
立
四
〇
年
目
の
年
と

な
る
が
、
戦
後
の
経
済
復
興
と
経
済
成
長
の
た
め
に
日
本
が
必
要
と
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
鉄
鉱
石
と
石
炭
の
輸
入
が
促
進

さ
れ
、
日
豪
間
の
補
完
的
経
済
関
係
が
生
ま
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
よ
り
、
鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
大
量
に
日
本
に
輸
出
さ
れ
、

そ
の
お
陰
で
日
本
は
高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
へ
の
資
源
輸
出
で
潤
う
と
い
う
関
係
が
成
立
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
よ
り
工
業
製
品
を
輸
入
し
た
。
こ
う
し
て
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
は
米
国
に
加
え
日
本
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
経
済
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
、
八
○
年
代
に
な
る
と
ア
ジ
ア
の
新
興
経
済
地
域
（
N
I
E
s
）
で
あ
る
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
急
速
に
経
済
発
展
を
進
め
、
八
O
年
代
に
は
A
S
E
A
N
そ
し
て
中
国
も
経
済
発
展
を
開
始
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

14
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ア
は
、
極
東
・
東
南
ア
ジ
ア
全
般
と
の
関
係
を
強
化
す
る
必
要
を
感
じ
、
一
九
八
○
年
代
に
は
本
格
的
に
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
と
の

関
係
強
化
に
乗
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、
最
終
的
に
は
、
一
九
八
九
年
の
A
P
E
C
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
）

の
提
案
へ
と
進
ん
で
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
英
国
と
の
関
係
の
み
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
と
し

て
生
き
て
き
た
閉
鎖
的
で
孤
立
的
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
よ
り
多
く
の
諸
国
と
の
関
係
を
取
り
結
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
（
最
近
の
貿
易
相

手
国
に
つ
い
て
は
図
1
a
b
を
参
照
）
。

　
他
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
は
、
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
軍
事
・
外
交
面
で
も
み
ら
れ
、
英
国
と
米
国

の
衰
退
と
冷
戦
の
終
了
に
よ
る
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
防
衛
の
必
要
性
が
高
ま
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
早
く
ア
ジ
ア
地
域
の

集
団
安
全
保
障
を
提
案
し
、
政
治
的
に
も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
指
向
し
た
の
で
あ
る
（
そ
の
具
体
例
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
過

程
へ
の
積
極
的
参
加
と
A
S
E
A
N
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
u
A
R
F
へ
の
参
加
が
あ
る
）
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
は
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
み
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
社
会
化
を
促
す
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
口
　
多
文
化
社
会
化

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
大
陸
防
衛
と
経
済
復
興
・
経
済
成
長
を
目
的
と
し
て
、
大
量
の
移
民
労
働
力
を
獲

得
す
る
た
め
大
量
移
民
政
策
を
実
施
し
た
が
、
労
働
力
獲
保
に
は
英
国
移
民
だ
け
で
は
不
足
し
た
た
め
、
東
欧
諸
国
か
ら
の
（
戦
災

及
び
社
会
主
義
革
命
か
ら
の
）
避
難
民
や
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
人
移
民
を
中
心
と
す
る
非
英
語
系
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
移
民
・
難
民
を

受
け
入
れ
た
。
こ
れ
は
、
戦
争
直
後
、
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
た
英
国
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
民
を
大
量
に
輸
送
す
る
た

め
の
船
舶
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
戦
後
直
後
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
大
量
移
民
政
策
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
出
生
率
が
低
下
す
る
と
同
時
に
、
世
界
恐
慌
の
影
響
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
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経
済
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
帰
国
す
る
あ
る
い
は
他
地
域
に
再
移
住
す
る
人
々
が
増
加
し
、
自
然
増
に

よ
る
人
口
増
加
に
大
き
な
期
待
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
移
民
増
に
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
の
間
に
二
七
〇
万
人
が
移
住
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
六

〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
住
者
の
増
加
に
よ
っ
て
、
既
に
多
文
化
社
会
に
な
っ
て
い
た
が
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、

七
〇
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
と
の
経
済
関
係
が
強
ま
る
と
白
豪
主
義
を
廃
棄
し
、
非
差
別
的
移
民
政
策
を
実
施
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民

・
難
民
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
停
滞
に
よ
る
失
業
増
加
も
あ
り
、
大
量
移
民

政
策
は
停
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
七
〇
年
代
に
は
約
九
六
万
人
が
移
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
に
は
多
少
増
え
て

約
二
〇
万
人
が
移
住
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
文
化
社
会
化
が
一
九
八
○
年
代
に
は
一
層
進
ん
だ
（
O
田
＞
篇
8
①
）
。

　
現
在
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
非
差
別
的
移
民
政
策
は
継
続
さ
れ
、
九
〇
年
代
前
半
で
既
に
約
五
〇
万
人
が
入
国
し
て
い
る
（
九

六
年
七
月
ま
で
の
概
算
合
計
）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
は
現
在
で
も
一
八
O
O
万
前
後
に
過
ぎ
な
い
が
、
八
O
年
代
よ
り
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
移
民
と
難
民
が
増
加
し
た
結
果
、
英
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
割
合
は
八
○
％
を
切
り
、
四
人
に
一
人
は
非
英
語
系

住
民
と
な
っ
て
い
る
（
東
南
ア
ジ
ア
・
極
東
ア
ジ
ア
系
人
口
は
、
三
、
四
％
を
構
成
、
な
お
、
戦
後
と
最
近
の
移
住
動
向
に
つ
い
て
は
表
2

a
b
c
を
参
照
）
。
こ
う
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
関
係
を
深
め
る
と
い
う
形
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
経
済
・
政
治
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
人
口
面
で
国
際
移
民
の
出
身
国
の
多
角
化
が
進
み
、
結
果
と
し
て
も
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
多
文
化
社
会
と
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
九
七
三
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

単
一
民
族
国
家
で
は
な
く
、
多
民
族
・
多
文
化
社
会
で
あ
る
こ
と
の
価
値
を
積
極
的
に
認
め
、
そ
の
多
文
化
性
を
積
極
的
に
維
持
す

る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
同
化
主
義
を
廃
し
て
、
多
文
化
主
義
を
移
住
政
策
・
社
会
統
合
成
策
の
基
本
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
多
文
化
主
義
は
、
多
文
化
社
会
化
で
は
先
輩
格
の
カ
ナ
ダ
に
倣
っ
た

も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
九
八
○
年
代
に
は
政
策
と
し
て
確
立
し
た
も
の
と
な
り
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
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表2a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究70巻10号（’97：10）

出身国別のオーストラリア人口（各年度6月30日現在）

出生地国 1984 1989 1990 1991 1992 1993　1994（推定）

オーストラリア

海外

　英国扱いでアイルランド

　ニュージーランド

　イタリア

　旧ユーゴスラヴィア

　ギリシア

　ヴェトナム

　ドイツ（西ドイツ）

　オランダ

　フィリピン

　マレーシア

　レバノン
　その他

　海外出生者合計

合計

12　300．4　13　041．2　13　179　5　13　318．8　13　470．9　13　623．4　13　779．6

1　189．4　　1　225．8　　1　238．6　　1　244．3　　1　236．2　　1　224．7　　1　216．1

　189．1　　　　280．2　　　　287．2　　　　276．4　　　　285．5　　　　284。4　　　　285．5

　278．4　　　　272．5　　　　271．7　　　　272．0　　　　269．3　　　　266．6　　　　263．9

　157．7　　　　166．1　　　　167．3　　　　168，0　　　　169。4　　　　171．7　　　　174．8

　149．9　　　1482　　　147．9　　　147．4　　　146．5　　　145．7　　　1452

　　72．4　　　　103．9　　　　114．3　　　　124．8　　　　133．1　　　　137．3　　　　142．O

　l20．8　　　121．3　　　121．2　　　120．4　　　119．9　　　119．2　　　118．8

　102．O　　　　lOO．6　　　　100．4　　　　100．9　　　　100．0　　　　　98．9　　　　　98．2

　　25．6　　　　　64．2　　　　　71．5　　　　　79．1　　　　　83．6　　　　　85．5　　　　　88．4

　　43　1　　　　　69．2　　　　　75．7　　　　　79．9　　　　　83．0　　　　　84．7　　　　　88．0

　　55　2　　　　　72．3　　　　　75．3　　　　　78．5　　　　　79．4　　　　　80。1　　　　　80．9

　895．2　　1　1490　　1214．5　　1263．6　 1312．3　　1334．2　　1361．8

3279．0　3773．3　3885．6　39653　4018．2　 4033．　4063．6

15　579．4　16　814．4　17　065．1　17　284　0　17　489．1　17　656．4　17　843．3

表2b　国勢調査によるオーストラリア出生者の両親の生誕地（1991年国勢調査、割合）

両親の生誕地 実数 ％

両親ともオーストラリア生まれ

片親がオーストラリア生まれ他は海外出生者

片親がオーストラリア生まれ他は不明

片親海外出生者で他は不明

両親とも海外出生者

不明

合計

9，419，384

1，754，519

　　98，014

　19，5734
1，359，014

　　63，768

12，714，271

74．1

13．8

　0．8

　0．2

10．7

　0．5

100．0

出典　施醒βoo々。4～‘s伽1iα，No．Z8，ABS，1996，P．103（a，bとも）

表2c　オーストラリアヘの移住者の出身国トップm（1965年一1996年、％）

1965 66 I　　l975－76 I　　l985－86 1　　1995－96

英国・アイルランド51．9 英国・アイルランド3L61英国・アイノレランド15。9 ニュージーランド　12．4

ギリシア　　　　10．5 ニュージーランド　　5．5 ニュージーランド　14．3 英国・アイルランド11．4

イタリア　　　　　7．9 キプロス　　　　　5．4 ヴェトナム　　　　7．8 中国　　　　　　11．3

旧ユーゴ　　　　5．6 チリ　　　　　　　3．6 フィリピン　　　　4．5 香港　　　　　　4．4

マルタ　　　　　　　30 旧ユーゴ　　　　　3．4 中国　　　　　　3．4 インド　　　　　　3．7

ドイツ　　　　　　2．6 レバノン　　　　　2．9 南アフリカ　　　3．4 ヴェトナム　　　　3．6

米国　　　　　　1．6 ギリシア　　　　　2．8 香港　　　　　　3．4 ボスニア　　　　　3，4

ニュージーランド　　1．5 米国　　　　　　2．7 レバノン　　　　　3．0 フィリピン　　　　3．3

オランダ　　　　　1．5 イタリア　　　　　2．6 マレーシア　　　　2．5 南アフリカ　　　3．2

レバノン　　　　　1．1 マレーシア　　　　2．5 インド　　　　　　2．3 イラク　　　　　　2．6

その他　　　　　12．7 その他　　　　　37．1 その他　　　　　39．7 その他　　　　　40．6

合　計　　　144，055 1合計　　52，752 1合計　　92，410 1合計　　99，139
出典↓施ε勉〃4．424s～名観彪n34May，1997　（資料は移民省提供）
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四
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
国
内
経
済
改
革

　
以
上
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
戦
後
積
極
的
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
と
い
う
地
位
か
ら
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
と
い
う
地
位
に
転
換
を
図
り
な
が
ら
、
戦
後
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
に
対
応
し
て
き
た
結
果
、
多
文
化
社
会
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

最
近
の
国
内
経
済
お
よ
び
国
内
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
次
に
み
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
経
済
的
な
側
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
国
際
競
争
力
強
化
と
国
際
化
へ
の
圧
力
と
な
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
伝
統
的
に
英
国
へ
の
依
存
と
従
属
と
い
う
経
済
体
制
の
な
か
で
、
資
源
・
食
料
の
英
国
へ
の
輸
出
と
自
給
的
な
国

内
産
業
を
保
護
政
策
に
よ
っ
て
守
る
と
い
う
保
護
的
経
済
体
質
を
も
っ
て
い
た
。
戦
後
は
、
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
資
源
の
輸
出
先

が
主
に
日
本
と
な
っ
た
が
、
国
内
産
業
の
関
税
保
護
・
産
業
助
成
政
策
そ
の
も
の
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
以
外
の
ア
ジ

ア
地
域
の
工
業
化
と
経
済
成
長
が
進
ん
で
く
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
資
源
輸
出
力
の
強
化
（
輸

送
コ
ス
ト
低
下
）
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
全
体
の
体
質
強
化
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
製
造
業
は
、
新
興
経
済
地
域
の
発
展
に
よ
り
こ
う
し
た
地
域
か
ら
の
低
価
格
の
工
業
製
品
の
輸
入
品
と
対
抗
し
て
生
き
残

る
た
め
の
サ
バ
イ
バ
ル
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
強
化
の
た
め
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
自
由
化
、
規
制
緩
和
、
保
護
の
削
減
、
民
営
化
、
経
営
の
合
理
化
、
生
産
性
向
上
、
産
業
構
造
の
再
編
と

高
度
化
の
た
め
の
R
＆
D
へ
の
投
資
優
遇
税
制
の
採
用
な
ど
が
八
○
年
代
に
な
る
と
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
経
済
活
性
化
の
た
め
の
動
き
は
、
一
九
七
〇
年
代
よ
り
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
叫
ば
れ
て
は
い
た
が
、
本
格
的
な
動
き
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

九
八
三
年
に
登
場
し
た
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
最
初
の
大
き
な
経
済
改
革
は
、
為
替
の
変
動
相
場
制
へ
の
移

行
、
国
内
金
融
制
度
の
自
由
化
と
外
国
銀
行
参
入
許
可
で
あ
り
、
金
利
自
由
化
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
国
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際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
労
働
党
政
権
と
し
て
異
例
で
あ
っ
た
が
、
福
祉
関
連
支
出
の
削
減
が

同
じ
頃
か
ら
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
法
人
税
の
削
減
な
ど
の
税
制
改
革
も
行
わ
れ
た
（
一
九
八
五
年
六
月
に

政
労
使
の
リ
ー
ダ
ー
を
集
め
て
の
税
制
サ
ミ
ッ
ト
会
議
が
開
か
れ
、
消
費
税
の
導
入
が
論
じ
ら
れ
た
が
、
消
費
税
は
労
働
者
の
反
対
が
強
く
見

送
ら
れ
た
）
。
ま
た
、
今
後
の
保
護
貿
易
縮
小
を
睨
ん
だ
自
動
車
産
業
の
再
編
計
画
も
発
表
さ
れ
、
と
く
に
保
護
関
税
・
障
壁
の
除

去
が
論
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
内
産
業
の
生
産
性
向
上
を
求
め
る
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
的
な
労
使
関
係
制
度
に
メ

ス
を
入
れ
る
労
使
関
係
調
査
委
員
会
も
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
マ
ク
ロ
経
済
改
革
の
重
要
政
策
と
し
て
、
労
働
者
の
賃
上
げ
を
抑
制

す
る
た
め
、
労
働
組
合
の
代
表
組
織
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
評
議
会
（
A
C
T
U
）
と
の
間
に
賃
上
げ
抑
制
と
引
き
換
え
に

社
会
的
賃
金
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
ア
コ
ー
ド
（
協
定
）
を
結
び
、
イ
ン
フ
レ
対
策
を
実
施
し
た
（
後
に
労
働
党
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
と
呼

ば
れ
る
国
民
全
員
加
入
義
務
の
あ
る
国
民
健
康
保
険
制
度
を
実
施
し
た
）
。
ホ
ー
ク
政
権
の
第
一
期
目
（
一
九
八
三
～
一
九
八
四
年
）
と
第

二
期
目
（
一
九
八
四
～
一
九
八
七
年
）
の
間
に
為
替
制
度
の
改
革
や
金
融
・
税
制
制
度
の
改
革
は
行
わ
れ
た
。

　
ホ
ー
ク
政
権
第
三
期
目
（
一
九
八
七
～
一
九
九
〇
年
）
に
な
る
と
、
先
の
改
革
（
マ
ク
ロ
経
済
改
革
）
に
引
き
続
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
企
業
の
経
営
の
合
理
化
と
労
使
関
係
改
革
に
加
え
、
公
営
鉄
道
、
運
輸
・
通
信
電
気
産
業
関
係
の
公
企
業
の
合
理
化
、
民
営
化
、

あ
る
い
は
州
に
よ
る
産
業
規
制
の
緩
和
、
自
由
化
あ
る
い
は
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
規
制
の
統
一
化
な
ど
、
経
営
、
労
使
関
係
、
公
共
部

門
の
合
理
化
を
目
指
す
、
ミ
ク
ロ
経
済
改
革
が
ホ
ー
ク
政
権
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
労
使
関
係
改
革
は
、
一
九

八
八
年
の
労
使
関
係
法
施
行
（
正
確
に
は
、
一
九
〇
四
年
の
「
連
邦
強
制
調
停
仲
裁
法
」
の
全
面
的
改
正
）
と
し
て
結
実
し
た
。
組
合
の

再
編
合
併
に
よ
る
巨
大
化
と
企
業
内
組
合
数
削
減
と
、
労
使
交
渉
の
簡
素
化
と
企
業
・
事
業
所
別
労
使
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な

改
革
が
求
め
ら
れ
た
。
経
営
に
関
し
て
は
、
日
本
的
経
営
の
部
分
的
導
入
な
ど
が
試
み
ら
れ
た
り
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ホ
ー
ク
政
権
は
、
一
方
で
民
間
企
業
の
経
営
合
理
化
を
促
し
つ
つ
、
他
方
で
赤
字
経
営
に
苦
し
む
多
く
の
公
企
業
体

の
体
質
改
善
や
民
営
化
と
規
制
緩
和
に
着
手
し
た
。
交
通
運
輸
に
関
し
て
は
、
戦
後
直
後
に
導
入
さ
れ
た
二
航
空
会
社
政
策
（
国
内
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空
路
に
は
、
連
邦
政
府
経
営
の
公
営
航
空
会
社
の
他
に
ア
ン
セ
ッ
ト
民
営
航
空
会
社
の
二
社
が
主
要
路
線
を
独
占
す
る
こ
と
を
認
め
る
保
護
政

策
）
を
一
九
八
七
年
に
廃
し
て
、
国
内
航
空
市
場
に
新
規
国
内
航
空
会
社
の
参
入
を
認
め
る
と
と
も
に
、
連
邦
所
有
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
内
航
空
や
カ
ン
タ
ス
国
際
航
空
な
ど
の
民
営
化
等
も
企
画
さ
れ
た
、
ま
た
連
邦
鉄
道
の
経
営
合
理
化
、
こ
れ
ま
で
公
社
に
よ

る
独
占
で
あ
っ
た
郵
便
・
電
話
・
通
信
産
業
へ
の
新
規
参
入
を
認
め
た
り
、
電
話
・
電
信
公
社
（
テ
レ
コ
ム
）
の
民
営
化
も
議
論
さ

れ
た
。
ま
た
、
運
送
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
港
湾
労
働
・
労
使
関
係
改
善
も
行
わ
れ
た
（
各
産
業
の
規
制
緩
和
・
民
営
化
と
労
使
関
係

改
革
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
困
一
塁
き
α
鋸
塁
ど
曇
一
8
刈
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
さ
ら
に
、
経
済
合
理
化
の
た
め
、
各
州
毎
に
異
な
る

産
業
規
制
や
資
格
・
規
格
の
統
一
を
行
い
、
州
境
を
こ
え
て
電
気
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
州
際
貿
易
の
自
由
化
も
試
み
ら
れ
、
そ
の

た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
制
度
の
改
善
と
経
済
の
統
合
や
統
一
化
、
各
種
法
制
度
の
調
和
化
・
全
国
化
が
試
み
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
他
方
、
一
九
八
七
年
の
総
選
挙
に
勝
利
し
た
労
働
党
ホ
ー
ク
連
邦
政
権
は
、
三
〇
ほ
ど
存
在
し
た
省
を
一
七
省
に
統
合
す
る

と
い
う
思
い
切
っ
た
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
済
改
革
や
行
政
改
革
の
裏
方
に
は
、
い
わ
ゆ
る
市
場
の
働
き
を
重
視
し
、
政
府
に
よ
る
経
済
の
規
制
や
干
渉
を
極
力

排
し
、
経
済
の
自
由
化
、
規
制
緩
和
、
福
祉
削
減
、
民
営
化
を
叫
び
小
さ
な
政
府
と
財
政
均
衡
を
第
一
と
す
る
経
済
合
理
主
義
者
が

い
た
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
連
邦
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
市
場
経
済
主
義
者
で
あ
る
経
済
合
理
主
義
者

に
乗
っ
取
ら
れ
た
と
福
祉
団
体
や
労
働
組
合
か
ら
批
判
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
党
は
国
民
一
般
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た

と
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
O
壁
2
」
8
9
臼
）
。
経
済
合
理
主
義
者
の
進
出
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
農
産
物
・
鉱
物
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
豊
富
だ
が
、
資
源
の
切
売
り
だ
け
で
は
今
後
の
生
活
水
準
の
維
持
は
難
し
い
と
い
う
判
断
が
八
○
年
代
に
成
立
し

　
　
　
　
　
（
6
）

た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
E
C
及
び
米
国
そ
し
て
日
本
の
農
業
保
護
・
助
成
政
策
の
展
開
に
危
機
感
を
強
く
抱
い
た
労
働
党
政
府
は
、

一
九
八
六
年
に
ケ
ア
ー
ン
ズ
・
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
際
的
圧
力
団
体
を
結
成
し
、
米
国
、
日
本
そ
し
て
E
C
の

農
業
保
護
政
策
に
対
抗
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
周
辺
化
を
避
け
る
た
め
に
自
由
貿
易
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
（
河
原
、
一
九
九
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五
、
四
四
ー
四
六
）
。
一
九
八
九
年
に
A
P
E
C
を
提
案
し
た
こ
と
も
そ
の
動
き
の
一
つ
で
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
は
、
外
向
き
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
自
由
貿
易
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
動
き
に
つ
な
が
っ
た
が
、
内
向
き
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経

済
の
自
由
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
O
毘
身
」
8
①
』
8
も
）
。

　
し
か
し
、
一
九
八
四
年
に
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
よ
り
急
進
的
な
経
済
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
ち
ら
の
経
済
改
革
は
成
功
し
て
、
現
在
、
日
本
で
も
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
そ

れ
は
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
惹
。
多
分
、
英
国
の
E
C
加
盟
に
よ
る
経
済
的
打
撃
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
比
べ
て
小
さ
く
、
資

源
輸
出
に
依
存
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
労
働
組
合
が
相
対
的
に
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
に
比
べ
て
強
く
、
各
種
公
企
業
体
の
民
営
化
・
合

理
化
の
障
害
と
な
っ
た
こ
と
や
、
労
使
関
係
改
革
も
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代

の
初
頭
、
ホ
ー
ク
首
相
と
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
と
の
間
の
指
導
権
争
い
に
よ
る
、
政
局
の
混
迷
も
一
因
で
あ
ろ
う
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
徹
底
し
た
経
済
・
行
政
改
革
に
比
べ
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
と
評
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
改
革

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
ホ
ー
ク
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
政
権
と
続
く
労
働
党
政
権
の
経
済
改
革
の
動
き
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
て
国
民
が
「
改
革
疲
れ
」
を
感
じ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
九
九
六
年
の
保
守
政
権
の
登
場
は
、
経
済
、
社
会

制
度
の
各
種
の
改
革
を
一
休
み
さ
せ
た
い
と
い
う
国
民
の
期
待
の
反
映
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
新
し

い
ハ
ワ
ー
ド
保
守
連
合
政
権
が
、
労
働
党
よ
り
も
市
場
経
済
主
義
お
よ
び
経
済
合
理
主
義
者
の
政
権
で
あ
り
、
政
権
奪
取
後
も
、
改

革
を
続
け
る
と
し
て
、
労
働
党
が
中
途
半
端
に
投
げ
出
し
た
労
使
関
係
改
革
と
政
府
財
政
赤
字
削
減
の
た
め
の
緊
縮
財
政
と
行
政
改

革
を
続
行
し
た
が
、
そ
の
ハ
ワ
ー
ド
政
権
も
政
権
一
年
目
の
九
七
年
三
月
に
は
、
当
面
大
き
く
急
進
的
な
経
済
改
革
は
休
止
し
、
よ

り
国
民
感
情
を
考
慮
し
て
実
際
的
な
改
革
を
行
う
と
宣
言
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る

（
』
暴
壁
ミ
鳶
§
＞
ぎ
亀
ミ
執
ミ
肉
塁
暗
婁
o
o
家
弩
9
」
8
刈
）
。
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さ
ら
に
、
一
九
八
○
年
代
よ
り
積
極
的
に
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
経
済
改
革
を
進
め
て
き
た
労
働
党
も
、
ハ
ワ
ー
ド
の
急
進
的
改
革
中

止
宣
言
と
相
前
後
し
て
一
九
九
七
年
二
月
二
六
日
に
は
、
当
面
五
年
間
は
、
自
動
車
産
業
保
護
関
税
の
削
減
の
動
き
を
凍
結
す
る
と

発
表
し
た
後
（
労
働
党
メ
デ
ィ
ア
・
リ
リ
ー
ス
、
一
九
九
七
年
二
月
二
六
日
付
け
）
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
追
及
し
た
経
済
政
策
を
放

棄
し
、
産
業
政
策
の
全
面
的
見
直
し
を
す
る
と
の
声
明
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
（
』
題
為
＞
萄
戸
這
零
）
。
ま
た
、
ホ
ー
ク
お
よ
び

キ
ー
テ
ィ
グ
政
権
の
間
産
業
大
臣
を
努
め
関
税
保
護
政
策
の
解
体
を
推
し
進
め
て
い
た
J
・
バ
ト
ン
さ
え
も
、
保
護
関
税
削
減
凍
結

を
要
求
し
て
お
り
（
』
峯
マ
ミ
賊
§
る
。
窄
耳
轟
曇
お
箋
）
、
与
党
保
守
連
合
・
野
党
労
働
と
も
に
国
民
感
情
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
七
年
五
月
に
新
年
度
の
政
府
予
算
を
発
表
し
た
ば
か
り
の
与
党
も
、
労
働
党
と
同
様
に
今

後
五
年
間
の
関
税
削
減
凍
結
策
を
発
表
す
る
に
至
っ
た
（
』
婁
壁
ミ
賊
§
ふ
』
琶
ρ
お
雪
）
。

五
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
多
文
化
社
会
化
の
社
会
的
帰
結

グローバリゼーションとオーストラリア

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
改
革
は
、
今
日
本
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
改
革
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
不

十
分
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
、
保
守
政
権
登
場
後
に
も
続
い
た
改
革
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
政
治
に
厄
介
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
上
の
経
済
改
革
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
す
な
わ
ち
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化

の
一
環
と
し
て
政
府
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
間
に
「
我
々
は
ア
ジ
ア
人
の
よ
う
に
あ
く
せ
く
働
か

な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
不
満
が
強
ま
り
、
高
い
生
活
水
準
と
の
ん
び
り
し
た
伝
統
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
活
が
危
機

に
瀕
し
て
い
る
と
い
う
焦
燥
感
が
国
民
の
間
に
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
低
賃
金
労
働
と
不
公
正
な
競
争
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
労
働
者
は
晒
さ
れ
て
い
る
の
で
関
税
保
護
を
高
め
る
べ
き
だ
と
い
う
声
と
な
り
、
政
府
の
規
制
と
介
入
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
が
、
先
に
述
べ
た
与
野
党
の
急
進
的
改
革
休
止
宣
言
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

23



　　　　　　　　　　　　　　法学研究70巻10号（’97：10

図2　最近の失業率（年平均、％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
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実
際
、
産
業
再
編
、
企
業
の
合
理
化
と
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て

職
場
を
失
う
労
働
者
は
一
九
八
○
年
代
か
ら
増
加
す
る
と
と
も

に
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
経
済
不
況
と
重
な
っ
て
急
増
し
、

同
時
期
の
失
業
率
は
二
％
を
越
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
現
在

で
も
、
失
業
率
は
八
％
を
越
え
て
い
る
上
に
長
期
失
業
者
の
増

加
が
間
題
と
な
っ
て
い
る
（
失
業
率
の
最
近
の
推
移
に
つ
い
て
は

図
2
を
参
照
）
。
さ
ら
に
、
労
使
関
係
改
革
に
よ
り
強
い
交
渉

能
力
を
も
っ
た
労
働
組
合
に
よ
る
中
央
集
権
的
賃
金
決
定
が
崩

れ
は
じ
め
、
事
業
所
別
の
従
業
員
と
経
営
者
の
交
渉
が
賃
金
交

渉
と
し
て
増
加
し
て
く
る
と
と
も
に
、
生
産
性
向
上
と
賃
上
げ

は
リ
ン
ク
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
生
産
性
文
化
が
企
業
に
広
が

り
は
じ
め
る
と
、
労
働
者
側
の
全
般
的
賃
金
交
渉
能
力
は
低
下

し
た
と
論
じ
ら
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
賃
上
げ

の
た
め
に
は
も
っ
と
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
状
態
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
企
業
の
労
働
者
や
大
規
模
な
労

働
組
合
に
守
ら
れ
た
労
働
者
は
、
賃
金
交
渉
に
お
い
て
有
利
で

あ
っ
た
が
、
中
央
集
権
的
賃
金
決
定
の
重
要
性
が
低
下
す
る
と

中
小
企
業
や
非
組
合
員
の
多
い
産
業
の
労
働
者
の
賃
金
は
低
下

し
、
労
働
者
間
の
賃
金
格
差
も
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
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安
が
高
ま
っ
た
（
Ω
胃
F
這
3
」
器
6
）
。

　
こ
う
し
た
不
安
に
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
一
九
九
七
年
一
月
よ
り
、
労
働
組
合
の
影
響
力
を
職
場
や
賃
金
交
渉
の

場
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
「
職
場
関
係
法
」
（
≦
e
百
σ
8
碧
寅
δ
屋
＞
9
が
施
行
さ
れ
て
労
働
者
の
不
安

を
強
め
た
上
に
（
工
§
、
＼
ミ
噺
§
る
『
き
舞
曇
お
箋
）
、
さ
ら
に
四
月
二
二
日
に
は
A
C
T
U
が
労
使
関
係
委
員
会
に
要
求
し
て
い
た

低
賃
金
労
働
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
生
活
賃
金
概
念
の
承
認
と
そ
れ
に
と
も
な
う
週
当
た
り
二
〇
ド
ル
の
賃
上
げ
と
再
低
賃
金
週

当
た
り
三
八
○
ド
ル
の
要
求
が
否
定
さ
れ
、
賃
上
げ
額
は
一
〇
ド
ル
、
再
低
賃
金
は
三
五
九
・
四
ド
ル
に
設
定
さ
れ
た
上
に
、
生
活

賃
金
概
念
は
経
済
的
に
非
合
理
的
だ
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
』
婁
壁
ミ
帖
§
る
ω
＞
實
芦
お
零
）
。
高
い
失
業
率
の
継
続
と
実

質
生
活
水
準
の
停
滞
と
貧
富
差
の
拡
大
に
対
す
る
不
安
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
生
活
へ
の
不
満
と
焦
燥
を
強
め
て
い
く
だ
け

で
あ
る
（
9
二
塁
」
O
零
」
包
ム
）
。

　
さ
ら
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
政
権
が
一
九
九
二
年
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
の
一
環
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
立
憲
君
主

制
度
を
廃
止
し
て
大
統
領
を
元
首
と
す
る
共
和
国
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
て
お
り
、
伝
統
的
文
化
・
社
会
的
価
値
の
崩
壊
す
る

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
共
和
国
化
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
推
し
進

め
る
に
当
た
り
、
か
つ
て
の
植
民
大
国
で
あ
っ
た
英
国
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
は
、
反
植
民
地
主
義
を
標
貌
し
、
脱

植
民
地
化
に
努
め
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
り
不
快
感
を
も
た
ら
し
交
流
L
の
障
害
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
配
慮
と
、
白
豪
主
義

の
撤
廃
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
あ
っ
た
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
か
ら
英

国
国
旗
で
あ
る
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
取
り
除
き
、
新
し
い
国
旗
を
制
定
し
よ
う
と
一
九
九
一
年
に
国
民
に
呼
び
掛
け
た
が
、
国

民
の
国
旗
に
対
す
る
愛
着
は
予
想
よ
り
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
反
対
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
よ
り
抵
抗
感
の
少
な
い
と
思
わ
れ
た
共
和

国
運
動
を
先
に
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
憲
君
主
派
と
共
和
国
派
に
国
論
は
分
断
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

国
民
の
間
に
、
社
会
的
分
裂
と
結
束
力
の
低
下
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
こ
う
し
た
不
安
に
油
を
注
ぐ
よ
う
に
、
非
差
別
的
移
民
制
度
と
多
文
化
主
義
の
お
陰
で
、
ア
ジ
ア
移
民
・
難
民
の
定
住

者
が
増
大
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
人
に
乗
っ
取
ら
れ
る
と
い
っ
た
言
説
も
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
既
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
一
九
八
四
年
と
八
八
年
に
大
き
な
ア
ジ
ア
移
民
制
限
論
争
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
よ
り
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
難
民
一
世
あ
る
い
は
二
世
が
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
社
会
的

に
成
功
す
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
一
九
八
○
年
代
に
移
住
し
た
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
中
国
系
・
留
学
生
や
企
業
家
移
民
が
増
加

し
て
専
門
職
・
企
業
家
と
し
て
成
功
す
る
者
が
増
え
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
と
（
関
根
、
一
九
九
五
c
）
、
高
度
な
職
業
が
ア
ジ
ア
系
住
民
に
奪
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
的

統
合
が
難
し
く
な
る
、
む
し
ろ
社
会
的
分
裂
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
揺
に
対
す
る
不
安

が
募
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
移
民
論
争
と
と
も
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
多
文
化
主
義
が
容
認
さ
れ
る
社
会
的
雰
囲
気
の
な
か
で

先
住
民
文
化
と
先
住
民
の
基
本
的
人
権
と
民
族
自
決
権
の
尊
重
が
促
進
さ
れ
、
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
土
地
所
有
権
間
題
を
め
ぐ
る

紛
争
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
に
は
つ
い
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
的
所
有
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
る
判
決
（
マ
ボ
判
決
）
を
連
邦
最
高
裁
が
下
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
無
主
地
（
テ
ラ
・
ノ
リ
ス
、
↓
震
蚕
Z
色
ご
ω
）
で
は
な
い

こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
と
、
白
人
の
経
営
す
る
鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
関
連
企
業
や
牧
畜
・
農
業
経
営
者
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土

地
の
返
還
、
あ
る
い
は
補
償
を
し
な
い
と
一
九
七
五
年
の
連
邦
人
種
差
別
禁
止
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
、
不
安
定
な
立

場
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
判
決
で
は
、
政
府
に
よ
っ
て
す
で
に
個
々
の
市
民
に
対
し
て
自
由
土
地
保
有
権
（
富
甲

ぎ
己
葺
一
①
）
や
譲
渡
あ
る
い
は
土
地
賃
借
権
（
一
＄
器
簿
一
①
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
に
は
先
住
的
土
地
所
有
権
は
及
ば
な
い
と
し

て
い
る
の
で
、
す
べ
て
の
土
地
の
返
還
が
迫
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
非
先
住
民
を
不
安
に
陥
れ
る
に
は
十
分

な
判
決
で
あ
り
、
判
決
後
し
ば
ら
く
は
先
住
民
に
対
す
る
い
や
が
ら
せ
や
人
種
差
別
的
言
動
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
』
婁
誉
ミ
鯛
§
w

26



グローバリゼーションとオーストラリア

一
①
急
器
」
。
器
）
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
○
年
代
に
開
始
さ
れ
た
先
住
民
と
非
先
住
民
と
の
間
の
「
和
解
」
を
求
め
る
動
き
に
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

さ
す
こ
と
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
先
住
的
土
地
権
を
め
ぐ
る
先
住
民
の
訴
訟
を
増
加
さ
せ
る
た
の
で
あ
る
。

　
連
邦
政
府
は
、
連
邦
最
高
裁
の
決
定
を
尊
重
し
、
そ
の
判
決
に
従
っ
て
先
住
的
土
地
権
を
認
め
る
「
先
住
権
原
法
」
（
Z
畳
話

望
幕
＞
9
を
一
九
九
三
年
に
制
定
し
、
先
住
民
が
そ
の
土
地
と
の
伝
統
的
つ
な
が
り
を
主
張
し
て
土
地
の
返
還
な
り
補
償
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
土
地
権
間
題
を
審
議
す
る
先
住
権
原
審
判
所
（
↓
ぽ
Z
讐
8
巴

Z
呂
話
目
幕
⇒
ぎ
琶
巴
）
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
非
先
住
民
で
あ
る
白
人
は
、
連
邦
政
府
に
対
し
て
、
現
在
白
人

が
所
有
あ
る
い
は
賃
貸
し
て
い
る
土
地
に
対
し
て
、
土
地
先
有
権
の
主
張
が
で
き
な
い
よ
う
法
律
を
定
め
る
よ
う
求
め
て
い
た
が
、

一
九
九
六
年
一
二
月
に
連
邦
最
高
裁
は
、
非
先
住
民
に
土
地
が
賃
貸
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
先
住
民
の
土
地
先
有
権
が
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
自
動
的
に
打
ち
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
併
存
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
の
判
決
を
下
し
（
ウ
ィ
ク
判
決
と

呼
ば
れ
る
）
、
非
先
住
民
の
不
安
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
非
先
住
民
の
、
先
住
民
の
土
地
権
主
張
に
対
す
る
不
満
は

募
る
一
方
で
あ
る
（
』
暴
マ
ミ
靭
§
圏
O
の
8
ヨ
誇
『
」
8
①
）
。

　
こ
の
先
住
民
優
遇
、
白
人
に
対
す
る
逆
差
別
と
も
思
わ
れ
る
判
決
の
登
場
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
人
移
民
・
難
民
の
増
大
、
そ
し
て
長

く
続
い
た
経
済
改
革
と
ア
ジ
ア
人
の
よ
う
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
危
機
感
が
募
っ
て
、
一
九
九
六
年
秋
に
は
冒
頭
に
論
じ

た
第
三
回
目
の
ア
ジ
ア
移
民
論
争
が
生
み
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
原
因
と
な
っ
た
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
処
女
演
説
の
主
要

な
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
ポ
ウ
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
処
女
演
説
（
連
邦
下
院
、
一
九
九
七
年
九
月
一
〇
日
）
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
厳
し
い
社
会
的
現
実
、
つ
ま
り
、
失
業
の
増
加
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ヘ
の
補
償
へ
の
不
満
が
明
確
に
現
れ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
処
女
演
説
は
、
議
会
記
録
「
ハ
ン
サ
ー
ド
」
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
内
容
（
要
旨
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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O
　
ま
ず
最
初
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
特
別
扱
い
さ
れ
て
優
遇
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
非
先
住
民
国
民

は
逆
差
別
の
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
政
治
的
正
当
性
教
条
主
義
者
（
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
主
義
者
）
や
、
先
住
民
福
祉

産
業
従
事
者
や
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
／
社
会
サ
ー
ビ
ス
省
関
係
の
連
邦
官
僚
達
が
、
自
分
達
の
利
益
・
地
位
保
存
の
た
め
運
動
し
、
私
の
よ
う
な

普
通
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
声
を
封
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
先
住
民
族
と
非
先
住
民
族
の
二
つ
の
社

会
に
分
裂
し
て
お
り
、
平
等
な
社
会
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
だ
と
い
う
主
張
に
は
う
ん

ざ
り
で
あ
る
。

口
　
そ
れ
に
対
し
て
、
非
先
住
民
の
間
に
は
失
業
が
増
大
し
、
現
在
で
も
八
％
を
越
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
民
の
生
活
水
準
は
低
下
し
、

家
族
崩
壊
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
崩
壊
を
促
進
す
る
よ
う
な
家
族
法
や
児
童
援
助
法
を
廃
棄
な
い
し
は
改
訂
す
べ
き
で
あ
る
。

日
　
失
業
の
原
因
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
企
業
体
の
民
営
化
や
、
そ
の
後
の
外
国
資
本
に
よ
る
買
収
と
企
業
経
営
の
合
理
化
に
よ
る
首
切

り
の
結
果
で
あ
る
。
テ
ル
ス
ト
ラ
（
電
信
電
話
公
社
）
は
、
今
後
数
年
の
間
に
、
五
万
四
千
人
の
解
雇
の
予
定
で
あ
る
。

四
　
今
後
、
移
民
制
度
を
見
直
し
、
多
文
化
主
義
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
一
九
八
O
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
移
民
が
急
増
し
、
そ
の
結
果
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
人
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
し
、
ア
ジ
ア
人
の
同
化
を
求
め
な
い
多
文
化
主
義
は
、
社
会
の
分
裂
を
生
み
不
安
定

化
さ
せ
る
。
ボ
ス
ニ
ア
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
米
国
、
英
国
の
例
を
見
て
分
か
る
通
り
多
文
化
社
会
化
は
危
険
で
あ
る
。
か
つ
て
、

移
民
大
臣
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・
コ
ー
ル
ウ
ェ
ル
は
、
ア
ジ
ア
人
は
白
人
に
敵
対
的
だ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
れ
て
は
い
け
な
い
と
論

じ
た
が
、
今
で
も
そ
れ
は
当
て
は
ま
り
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
、
N
O
と
い
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ア
ジ
ア
人
は
必
要
な
い
。

㈲
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
海
外
と
の
関
係
を
切
る
べ
き
で
あ
り
、
海
外
の
投
資
家
、
経
営
者
、
政
治
家
な
ど
の
顔
色
を
伺
う
必
要
は
な
い
し
、

海
外
援
助
（
O
D
A
）
や
国
連
へ
の
財
政
援
助
は
廃
止
し
、
そ
の
結
果
浮
い
た
費
用
は
失
業
対
策
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
の
政

府
は
腐
敗
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
政
府
へ
の
援
助
や
、
そ
う
し
た
政
府
の
力
が
強
い
国
連
は
存
続
す
べ
き
で
は
な
い
。
故
に
、
国
連
へ
の
資

金
供
与
は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

因
　
多
文
化
主
義
も
財
政
負
担
を
か
け
る
の
で
廃
止
し
、
移
民
の
同
化
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。
失
業
の
多
い
今
日
一
時
的
に
移
民
を
停
止

し
、
か
つ
、
英
語
を
話
せ
な
い
も
の
を
移
民
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
失
業
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
。
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㈲
　
政
府
は
、
ア
リ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
ス
H
ダ
ー
ウ
ィ
ン
鉄
道
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
公
共
事
業
投
資
を
増
や
し
て
失
業
を
減
ら
す
べ
き
で
あ

　
る
。
そ
の
た
め
に
、
若
者
を
義
務
徴
兵
制
に
よ
っ
て
軍
務
に
つ
か
せ
て
、
規
律
を
学
ば
せ
る
と
と
も
に
失
業
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

　
㈹
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
生
活
水
準
が
低
下
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
が
外
国
資
本
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
保
護

　
貿
易
を
強
め
、
強
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
再
生
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
口
の
多
い
ア
ジ
ア
各
国
が
我
々
を
狙
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
ー
ド
政
府

　
は
強
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
再
生
に
向
け
て
、
こ
う
し
た
挑
戦
に
立
ち
向
か
う
べ
き
で
あ
る
。
一
部
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
い
う
こ
と
よ
り
、

　
私
の
よ
う
な
普
通
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
声
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
演
説
に
は
、
人
口
移
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
帰
結
と
し
て
の
多
文
化
主
義
へ
の
不
安
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
援
助
へ
の
不
満
（
こ

れ
は
、
国
内
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
み
で
は
な
く
、
国
連
を
通
し
て
の
援
助
、
あ
る
い
は
政
府
の
海
外
援
助
の
否
定
を
も
含
む
）
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
の
た
め
の
経
済
改
革
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
失
業
増
大
と
家
族
崩
壊
へ
の
失
望
、
海
外
資
本
へ
の
嫌
悪
と
保
護

主
義
へ
の
回
帰
な
ど
、
要
す
る
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
帰
結
と
し
て
の
主
権
の
動
揺
と
国
民
的
ア
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動

揺
に
対
す
る
排
外
主
義
的
で
自
己
中
心
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
反
発
が
、
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ハ

ワ
ー
ド
首
相
が
、
ハ
ン
ソ
ン
批
判
の
な
か
で
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ン
ソ
ン
議
員
の
主
張
は
今
日
の
急
速
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
た

人
々
の
不
確
実
な
時
代
（
9
①
濃
の
亀
§
8
詳
讐
算
乙
に
対
す
る
不
安
と
焦
燥
（
9
①
の
窪
8
0
コ
拐
9
ξ
ξ
）
を
代
弁
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
（
』
暴
マ
ミ
鰍
§
」
竃
塁
」
O
零
）
。

六
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
的
帰
結

　
以
上
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
歴
史
を
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
連
で
論
じ
て
き
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
多
文
化
社
会
化
と
い
う
形
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
き
な
社
会
・
文
化
変
動
を
引
き
起
こ
さ
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れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
動
き
は
、
世
界
の
国
民
国
家
が
経
験
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
同

じ
現
象
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
脈
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
ど
の
国
も
経
済
と
政
治
の
国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
国
内
経
済
の
大
き
な
変
容
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

社
会
・
文
化
的
に
は
国
際
的
な
人
口
移
動
と
定
住
の
現
実
に
よ
っ
て
多
文
化
社
会
化
し
て
い
る
と
い
う
現
実
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
労
働
党
政
権
に
よ
る
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
経
済
改
革
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
労
働

党
政
権
に
よ
る
多
文
化
主
義
の
発
展
と
先
住
民
政
策
（
差
別
補
償
政
策
）
の
展
開
と
し
て
現
実
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
多
文
化

主
義
と
先
住
民
福
祉
政
策
は
、
民
族
自
決
権
・
人
権
意
識
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
普
及
と
定
着
に
よ
っ
て
も
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
国
連
が
定
め
て
き
た
各
種
の
人
権
条
約
を
通
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文
化
・
言
語
へ
の
権
利
が
認
め
ら
れ
、
同
化
主

義
が
否
定
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
住
民
に
対
し
て
は
過
去
の
差
別
へ
の
補
償
が
当
然
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は

P
C
の
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
生
活
に
と
っ
て
結
果
的
に
は
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
世
界
的
な
資
本
主
義
と
経
済
成
長
の
展
開
と
消
費
主
義
の
発
展

を
引
き
起
こ
す
た
め
、
各
国
の
中
流
階
層
を
増
や
し
、
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
と
社
会
の
近
代
化
を
推
し
進
め
る
も
の
と
み
な
さ

れ
て
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
、
日
本
で
も
国
際
化
し
な
い
企
業
は
生
き
残
れ
な
い
と
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
先
進
諸
国
の
労
働
者
に
と
っ
て
は
か
な
り
厳
し
い
生
活
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
、

レ
ス
タ
ー
・
C
・
サ
ロ
ー
の
『
資
本
主
義
の
将
来
』
（
一
九
九
六
）
や
D
・
コ
ー
テ
ン
に
よ
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
い
う
怪
物
』

（
一
九
九
七
）
に
よ
っ
て
説
得
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
市
場
経
済
至
上
主
義
に
基
づ
く
国
内
経
済
改
革
は
福
祉
国
家

の
基
盤
を
掘
り
崩
し
、
福
祉
国
家
の
衰
退
を
引
き
起
こ
す
傾
向
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
（
凝
8
す
お
3
」
6
）
、
そ
の
結
果
、
労
働

者
の
生
活
を
大
幅
に
変
え
る
と
と
も
に
、
失
業
や
貧
富
の
差
の
増
大
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
、
大
き
な
不
安
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
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他
方
、
国
際
人
口
移
動
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
管
理
能
力
を
越
え
て
展
開
し
、
そ
の
結
果
、
人
口
の
多
様
性
・
異
質
性
が
増

加
し
、
多
文
化
主
義
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
多
文
化
主
義
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
半
ば
強
制
さ
れ
た
政
府
主
導
の
政
策
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
自
己
お
よ
び
国
民
レ
ベ
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
動
揺
へ
の
不
安
と
社
会
統
合
の
弱
体
化
へ
の
不
安
を
煽
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
状
況
に
つ
い
て
は
、
関
根
、
一
九
九
六
参
照
）
。

　
さ
ら
に
、
経
済
面
で
の
国
民
の
不
安
や
不
満
が
、
一
部
の
移
民
・
難
民
お
よ
び
福
祉
予
算
を
浪
費
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
や
す
い

先
住
民
な
ど
に
対
す
る
敵
意
を
生
み
、
彼
ら
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
す
る
人
種
差
別
的
・
反
多
文
化
主
義
的
言
動
の
源
泉
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
欧
米
と
同
じ
で
あ
る
（
国
民
の
生
活
苦
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
揺
は
彼
ら
の
せ
い
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
関

連
し
て
さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
経
済
改
革
、
自
由
化
・
規
制
緩
和
は
超
党
派
的
な

支
持
を
得
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
規
制
緩
和
へ
の
批
判
は
、
多
文
化
主
義
批
判
に
対
す
る
ポ
リ
テ
イ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
の
観
点

か
ら
の
批
判
と
同
様
に
、
こ
の
場
合
、
経
済
的
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
（
国
8
ぎ
巨
8
一
9
冨
。
9
お
ω
ω
）
の
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
、
批
判
が

許
さ
れ
な
い
状
況
を
つ
く
り
だ
し
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
ら
び
に
経
済
的
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
双
方
に
縛
ら
れ
た
結
果
、
人
々

の
欲
求
不
満
が
扇
動
的
な
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て
｝
気
に
吹
き
出
し
や
す
く
な
り
、
国
民
の
意
見
を
大
政
党
は
代
弁
し
て

い
な
い
と
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
小
政
党
へ
の
支
持
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
ハ
ン
ソ
ン
現
象
は
そ
の
典
型

で
あ
る
（
〇
四
二
①
ざ
ち
零
ひ
）
。

　
Z
・
バ
ウ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
経
済
面
で
の
自
由
化
・
規
制
緩
和
は
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
時
代
に
入
っ
た
現
代
先
進
社
会
の
典
型
的

な
現
象
で
あ
り
、
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
と
も
な
う
「
新
世
界
無
秩
序
化
」
と
と
も
に
、
先
進
国
の
人
々
に
大
き
な
不

安
を
与
え
て
い
る
と
い
う
（
ω
き
ヨ
㊤
P
一
。
㊤
S
圏
6
）
。
さ
ら
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
と
同
時
に
日
常
生
活
の
危
機
に
見

舞
わ
れ
た
人
々
は
不
安
を
倍
加
さ
せ
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
人
々
は
社
会
の
な
か
の
「
他
者
」
に
対
し
て
鋭
い
敵
意
を
感
じ
て
、
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欲
求
不
満
の
は
け
口
と
し
て
攻
撃
対
象
と
す
る
た
め
、
人
種
差
別
的
言
動
が
先
進
国
で
高
ま
り
や
す
い
と
指
摘
す
る
が
（
切
窪
ヨ
四
P

一
〇
零
』
O
）
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
の
こ
と
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
結
果
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
国
家
に
と
っ
て
は
政
治
・
経
済
体
制
と
国
民
国
家
の
主
権
、

お
よ
び
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
揺
と
再
構
成
の
困
難
さ
で
あ
り
、
個
人
に
と
っ
て
は
従
来
か
ら
の
生
活
様
式
へ
の

根
本
的
見
直
し
あ
る
い
は
解
体
で
あ
り
、
個
々
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
編
成
の
困
難
さ
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
苦
痛
と
不
安
を

う
み
だ
す
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
近
代
が
も
た
ら
し
た
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
社
会
制
度
、
個
人
の
生
活
様
式
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
在
り
方
が
全
面
的
に
問
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
時
代
の
登
場
か
こ
。
こ
う
し
た
巨
大
な
社

会
変
動
の
な
か
に
人
種
差
別
問
題
、
多
文
化
主
義
論
争
が
発
生
す
る
の
で
あ
り
、
今
後
、
こ
う
し
た
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
の
関
係
を
注
意
し
な
が
ら
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
経
済
改
革
も
国
民
の
不
満

を
緩
和
す
る
政
策
と
と
も
に
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
対
応
の
戦
後

史
の
簡
単
な
検
討
か
ら
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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（
1
）
　
国
際
移
民
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ス
ル
ズ
／
ミ
ラ
i
（
一
九
九
六
）
、
小
倉
編
、
二
九
九
七
）
参
照
、
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ

　
リ
ス
ト
の
増
加
と
多
文
化
放
送
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
関
根
（
一
九
九
五
a
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
2
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
の
過
程
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
・
政
治
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
根
（
一
九
九
五

　
b
）
に
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
改
め
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
過
程
と
捉
え
直
し
て
、
よ

　
り
普
遍
的
な
現
象
の
一
例
と
し
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

本
節
の
議
論
は
、
拙
稿
（
一
九
九
五
b
）
を
土
台
に
し
て
い
る
の
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
同
稿
及
び
岩

本
（
一
九
九
三
）
な
ら
び
に
O
毘
身
（
這
零
ン
国
轟
冨
き
α
O
轟
艮
（
お
2
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
3
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
と
多
文
化
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
関
根
（
一
九
八
九
）
、
竹
田
（
一
九
九
二
）
を
参
照
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の
こ
と
。

（
4
）
　
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
経
済
改
革
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
閃
自
逡
甚
（
お
露
ン
O
註
9
・
（
お
8
）
レ
箒
巴
震
（
這
霧
）
石

　
垣
（
一
九
九
七
）
を
参
照
し
て
ま
と
め
た
。

（
5
）
　
ホ
ー
ク
政
権
初
期
の
政
策
動
向
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
関
根
（
一
九
九
三
a
）
、
閃
≦
①
『
き
α
o
甚
霞
。
D
（
お
2
）
を
参
照
。
労

使
関
係
改
革
に
つ
い
て
は
、
関
根
（
一
九
九
二
）
参
照
。
ま
た
後
述
の
A
P
E
C
設
立
経
緯
に
つ
い
て
は
菊
池
（
一
九
九
五
）
参
照
。

（
6
）
　
経
済
合
理
主
義
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ζ
碧
＞
≡
馨
霞
（
お
漣
ン
℃
⊆
ω
2
（
お
巴
y
℃
巴
日
震
（
這
O
①
）
を
参
照
）
。
と
く
に
労
働
党

　
の
変
貌
（
社
会
主
義
か
ら
新
古
典
主
義
的
経
済
主
義
へ
の
移
行
）
に
つ
い
て
は
、
ω
包
富
鵠
（
這
濾
）
を
参
照
。

（
7
）
　
日
本
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
改
革
の
み
が
成
功
し
た
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
に
は
異
論
も
あ
る

　
（
O
器
二
①
9
0
R
旨
ω
窪
き
α
く
o
譲
一
①
ω
」
8
9
曽
を
参
照
）
。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
・
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
山
田
・
中

　
田
・
長
浜
（
一
九
九
六
）
及
び
高
橋
、
一
九
九
六
、
四
章
、
石
垣
、
一
九
九
七
）
を
参
照
。
最
近
で
は
、
経
済
改
革
の
成
功
例
と
し
て
取

　
り
上
げ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
失
業
と
所
得
格
差
の
拡
大
、
中
流
階
級
の
生
活
困
窮
化
の
問
題
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う

　
に
な
っ
て
お
り
、
経
済
改
革
が
短
期
的
に
も
た
ら
し
た
も
の
が
み
え
て
き
は
じ
め
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
例
え
ば
、
朝
日
新
聞

　
〈
霞
〉
」
8
S
ω
』
8
〈
国
〉
G
。
』
P
〈
寓
〉
9
一
〇。
の
記
事
を
参
照
の
こ
と
）
。

（
8
）
　
共
和
国
運
動
と
論
争
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
関
根
（
一
九
九
三
b
）
お
よ
び
福
嶋
（
一
九
九
五
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
9
）
　
マ
ボ
判
決
に
つ
い
て
は
、
橋
本
（
一
九
九
五
）
、
斎
藤
（
一
九
九
三
）
。
先
住
民
と
非
先
住
民
と
の
間
の
和
解
問
題
に
つ
い
て
は
、
鎌

　
田
（
一
九
九
六
）
、
（
一
九
九
七
）
を
参
照
）

（
1
0
）
　
＞
仁
ω
辞
轟
一
壁
コ
＝
o
⊆
ω
o
O
噛
菊
①
賃
Φ
ω
①
葺
㊤
ユ
＜
o
ω
出
き
ω
餌
巳
♂
『
一
〇
9
ω
8
8
ヨ
σ
R
一
8
9

参
考
文
献

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ベ
ネ
テ
ィ
ク
ト
、
（
一
九
九
三
）
「
〈
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
の
出
現
一
『
世
界
』
（
五
八
六
）
、
一
七
九
ー
九
〇
頁
。

＞
4
ヨ
讐
P
勾
o
一
き
P
一
8
8
い
．
∩
o
一
一
Φ
〇
二
＜
①
包
讐
ユ
身
餌
コ
α
浮
o
O
①
ヨ
o
Ω
鋤
瓜
o
Z
象
凶
o
コ
ー
ω
臼
＄
ぎ
9
0
＞
篶
o
｛
9
0
σ
巴
一
N
㊤
二
〇
P
ヨ

　
　
O
＜
O
爵
O
＜
一
〇
ゴ
餌
コ
α
囚
①
一
言
Φ
噌
①
α
ω
，
6
ド

＞
風
o
＆
ψ
ω
費
ユ
①
」
8
9
S
、
ミ
O
、
＆
ミ
恥
毬
、
ミ
ミ
肉
ら
ミ
～
ミ
ミ
参
、
ミ
㌦
、
、
翁
ミ
ミ
6
ミ
ミ
、
～
0
4
0
こ
“
一
）
o
一
凶
身
零
①
ω
ω
。

ω
帥
g
ヨ
四
戸
N
賓
騎
ヨ
仁
昌
」
㊤
刈
8
、
8
、
ミ
o
魯
＼
ミ
、
い
ミ
ミ
織
』
、
。
っ
b
、
。
う
8
ミ
ミ
N
、
鉾
0
4
0
巳
一
℃
o
一
一
身
零
①
ω
ω
。
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ω
①
＝
げ
巽
言
）
勺
9
R
一
一
8
♪
↓
、
亀
ミ
。
う
♂
＼
ミ
き
晦
卜
亀
ξ
遷
卜
亀
ξ
＼
S
、
匙
ミ
、
ご
ミ
亀
ミ
織
導
鴨
卜
亀
ξ
＼
b
鴨
ミ
駄
魅
き
』
器
壁
ミ
蔚
）
］
≦
①
一
げ
o
＝
目
コ
①
“

　
　
〇
四
ヨ
σ
ユ
α
閃
①
C
三
＜
①
お
一
昌
℃
『
①
ω
ω
。

〇
四
ω
二
①
9
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